
特別養護老人ホーム シンパシーは、平成22年10月に「地域密着型ユニット型個室29床」を、

ショートステイ、デイサービスを併設して開所しました。平成28年10月に「広域型ユニット型個室50

床」「地域密着型多床室20床」を増床し、特養としては99床を運営しております。

コロナ禍において、日々の感染予防策を講じるうえでどの介護施設も「面会制限」がやむを得ない

状況となっており、ご利用者様、ご家族様の気持ちは計り知れません。

当施設でも、面会は「窓越し」で実施させていただくとともに、ご家族への写真や葉書で近況をお

伝えしています。施設内では季節を感じていただけるような工夫を

重ねております。

また、全館に調湿管理システムを整備しています。きれいな空気を

常に施設内に循環させることで、感染症予防にも効果を期待しています。

今後も、法人理念である「社会貢献できてこそ仕事」をモットーに、

職員一同で地域の方から選ばれる施設運営を目指します。

いつでもお気軽にお問合せください。

VOL

14

〒９５９－２０９３

新潟県阿賀野市岡山町１３－２３ 代表☎0250（62）2780
Eメールアドレス syomu@aganocity-hp.com
ホームページアドレス http://www.city.agano.niigata.jp 

あがの市民病院

家田医院 院長 家田学先生

コロナ再考

地域医療・連携センターの偉い方から、「スワンだより」の連携医療機関の紹介に原稿を提出するよ

うに依頼がありました。以前に当院の紹介は掲載して頂いているので、最近気になっていることを書か

せていただきます。

武漢で発生し1年半以上が経過し、最近の新潟市内の状況、東京の繁華街の報道を見ていると、多くの

国民は緊張感がかなり低下している様子です。とある調査では、40代50代の国民の半数が、自分はコロ

ナに感染しないと勘違いしています。また、当院でも先日、

「先生、おら昨日二回目したすけ、マスクしんでもいいろっか？」

と聞かれ、「いや予防注射してもコロナにかかる場合もあるし、

ごく軽症で人にうつすかもしれないすけ、マスクはしてんばだめ

だ。」と話しました。もう一度初心に帰り、奮闘するコロナ病棟の

医療人に報いるためにも、今一度当初の緊張感を持ってほしいと

思う今日この頃です。

令和3年7月28日、五頭の里で大運動会を開催しました。

選手宣誓に始まり、競技は大玉送り、つかみ取りゲーム、職員の車椅子リレー等を行いました。

利用者様と運動不足の職員が、一緒に大きく体を動かして大きな声で応援しました。

運動会後のお茶会では、アイスクリームと炭酸栄養ドリンクにとても満足していただきました。

コロナ禍ということで、ご家族様には参加していただけませんでしたが、記念撮影をした写真

を送らせていただきました。終始笑顔の絶えない、楽しい時間を過ごしました。
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